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データ シー ト
Network Capacity Expansion System

リ モー ト  サイ ト およびモバイル サイ ト の WAN 容量拡張

複数のサイ ト を抱えるグローバル企業は、 今日、 WAN 固有のい く つもの課題に直面し てい

ます。 それには、 従業員が中央に置かれた情報に簡単にア ク セスでき るよ う にする必要性、

ミ ッ シ ョ ン ク リ テ ィ カルなデー タ を継続的にバ ッ ク ア ッ プ し、 集中管理されたデー タ  セン

ターに複製する必要性、 IP フ ォ ンやビデオ コ ミ ュニケーシ ョ ンで満足できる環境を提供す

る必要性、 アプ リ ケーシ ョ ンのアベイ ラ ビ リ テ ィ やパフ ォーマンスを犠牲にする こ と な く 帯

域幅コス ト を制御する必要性などが挙げられます。

Network Capacity Expansion （NCE; ネ ッ ト ワーク  キャパシテ ィ 拡張） システムは、 企業が

これらの課題に対処できるよ う に設計されたシステムです。 Cisco NCE は、 中堅 ・ 中小規模

のブ ラ ン チ オ フ ィ スや遠隔地で使用可能な帯域幅を増やす ト ラ ン スポー ト  レ イヤ PEP
（Performance Enhancing Proxy） です。 本製品は、 帯域幅や遅延による制限を克服する こ と

によ り、 高いコス ト 効率で WAN を介し たデータ転送を高速化できるよ う に設計されていま

す。 複数のサイ ト を抱える企業は、 NCE によ って既存の WAN リ ン クから よ り も高いデータ

スループ ッ ト と よ り高い価値を引き出すこ とができます。

すでに高い評価を得ている Cisco® サービス統合型ルータ （ISR） の優れた機能をベースに構

築された Cisco NCE （図 1） は、 ISR と透過的に統合され、 Cisco IOS® ソ フ ト ウ ェ アの機能

をネイテ ィ ブに使用する省スペース型でコス ト 効率の高いモジュールです。 ISR はすでに世

界中で何百万台も導入されてお り、 複数のサイ ト を抱えていて、 NCE などの高度なネ ッ ト

ワーク  サービスを リ モー ト  サイ ト  ネ ッ ト ワークに統合し たいと考えている企業のニーズに

応えます。

図 1 NCE の高度な統合モジュールと  Cisco 1841 サービス統合型ルータ

主な特徴 主な利点

• 一般的な使用状況で 3 ～ 20 倍の WAN スループ ッ ト
向上

• 短時間で簡単に導入可能 （分単位で完了）

• その他のネ ッ ト ワーク  サービスに対し て完全に透過
的

• 利用可能な帯域幅を拡張

• 帯域幅利用率を削減

• データ転送速度の向上
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NCE の利点

NCE は、 小規模から中規模リ モー ト  サイ ト のニーズに合わせ、 以下の 3 つの分野に特化し

て設計されています。

スループ ッ ト

WAN リ ン ク で達成可能な最大データ転送速度は帯域幅によ り決ま り ますが、 実際の転送速

度 （スループ ッ ト ） は、 遅延、 輻輳、 およびパケ ッ ト 損失によ って決ま り ます。 Cisco NCE
は、 仮想帯域幅拡張と帯域幅利用率向上とい う  2 つの手法を使用し て、 帯域幅の制限を越え

るスループ ッ ト を引き出し ます。 圧縮とパケ ッ ト バン ド リ ングのアルゴ リズムによ り、 実効

帯域幅が増加し ます。 パケ ッ ト  フ ロー制御と  TCP 最適化は、 輻輳と遅延による影響を緩和

し、 使用可能な帯域幅の効率を向上させます。 これらの技術を組み合わせた結果、 使用可能

な WAN リ ン ク容量が飛躍的に増加し、 WAN 上でのきわめて高速なデータ転送が可能にな

り ます。

統合化

Cisco NCE は、 Cisco IOS ソ フ ト ウ ェ アのハー ド ウ ェ ア拡張であるため、 ネ ッ ト ワーク  フ ァ

ブ リ ッ ク と密接に統合されています。 このよ う な密接な統合によ り、 その他のイ ン ターセプ

ト によるオーバーヘ ッ ドの追加を伴わずに、 帯域幅の最適化とルーテ ィ ング決定を同時に行

う こ とができます。 また、 この緊密な統合には、 最小の構成で済むこ と、 および導入後の監

視 も 必要ない と い う 利点 も あ り ます。 さ ら に、 NCE は Cisco Express Forwarding （CEF;
Cisco エクスプレス フ ォワーデ ィ ング） スイ ッ チング パスに直接統合されてお り、 その他の

ネ ッ ト ワーク  サービスおよびすべてのセキュ リ テ ィ 対策に対し て完全に透過的です。 NCE
は徹底し て ISR 向けに構築されてお り、ISR の内部ハー ド ウ ェ ア アーキテ クチャ を効果的に

利用できます。

優れたコス ト 効率

Cisco NCE は、 アプ リ ケーシ ョ ン固有の ト ラ フ ィ ッ ク最適化は一切行わず、 WAN 最適化コ

ン ト ローラ （WOC） には分類されません。 Cisco Wide Area Application Services （WAAS）

がこの製品カ テゴ リ に分類され、 Cisco NCE とは別の利点を提供し ます。 一方、 NCE は、

WAN の貧弱なスループ ッ ト の根本的な原因、 つま り帯域幅の制限と ネ ッ ト ワーク遅延に焦

点を当て、 ベンダー固有のアプ リ ケーシ ョ ンの最適化に付随する複雑さ を取り除いてコス ト

を低 く 抑える こ とによ り、 パフ ォーマンス、 簡易性、 および透過性において他に類を見ない

価格を実現し た製品です。小規模から中規模のリ モー ト  サイ ト のニーズを満たすよ う に設計

された NCE は、 ISR を利用する こ と で総所有コ ス ト を低 く 抑えた、 使いやす く 、 維持しや

すいモジュールです。

製品説明

透過的な PEP と し て機能する Cisco NCE （図 2） は、 送信元の TCP セ ッ シ ョ ンをローカル

に終端させ、送信元のデータ を圧縮、ひと ま とめにし て Stream Control Transmission Protocol
（SCTP） ト ンネル内にカプセル化し た う えで リ モー ト  ピアに送信し ます。 リ モー ト ではその

データ を切り離し て圧縮解除し、 新しい TCP セ ッ シ ョ ンを確立し て送信先にデータ を配信

し ます。

リ モー ト  サイ ト およびモバイル サイ ト については、 NCE は、 Cisco ISR 1841、 Cisco ISR
2801、Cisco ISR 2811、Cisco ISR 2821、Cisco ISR 2851、Cisco ISR 3825、Cisco ISR 3845
などのサービス統合型ルータ を含むすべてのモジュ ラ  ISR でサポー ト されているAdvanced
Integration Module （AIM; 拡張統合モジュール） フ ォーム フ ァ ク タ内で使用できます。サポー

ト される発信帯域幅の量に応じ て異なる 2 つの AIM 構成があ り ます。
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図 2 Network Capacity Expansion System の PEP アーキテ クチャ

Cisco NCE は、エンド  ノ ード 間に対と なるピア  デバイ スを 必要と する対称型ソ リ ュ ーショ

ンです。 各 NCE モジュ ールが、 複数のピアに対し て同時にスループッ ト を向上さ せるこ と

ができ 、 ハブ ツ ースポーク 型およ びメ ッ シュ 型の展開が可能です。 セン ト ラ ル オフ ィ ス

（ ヘッ ド エンド ） でのアグリ ゲーショ ンについては、 NCE は、 Cisco ISR 3825 および Cisco
ISR 3845 でサポート さ れている  Network Module Extended(NME; ネッ ト ワーク  モジュ ール

拡張)フ ォーム フ ァ ク タ内で使用できます。表 1 は、サポー ト されている さ まざまな NCE 構
成をま とめたものです。

表 1. サポー ト される Cisco NCE 構成

圧縮による実効帯域幅の増加

Cisco NCE には、 帯域幅の制限を克服するために、 ペイ ロー ド 圧縮、 冗長ヘ ッ ダーの削除、

効率的なパケ ッ ト  パッキングなどのい く つもの圧縮手法が実装されています。ペイ ロー ド圧

縮については、複数のパケ ッ ト にわたって圧縮辞書を保持する動的な Huffman コーデ ィ ング

を使う、 オープン標準である Deflate アルゴ リズムがハー ド ウ ェ ア実装されています。 ペイ

ロー ド圧縮では、 標準ベンチマーク （Standard Canterbury Corpus） で 3対1 から  10 対 1 の
圧縮率が得られます。 冗長ヘ ッ ダーの削除のため、 NCE は、 複数の TCP セ ッ シ ョ ンを多重

化 し て 1 つの SCTP ス ト リ ームに入れ、 TCP ヘ ッ ダーをはるかにサイズが小 さ い SCTP
「チ ャ ン ク」 識別子に置き換えます。 また、 効率的にパケ ッ ト をパッ キングするよ う、 NCE
は、 圧縮 さ れた複数のパケ ッ ト を 束ねてパスの最大伝送ユ ニ ッ ト （MTU; Maximum
Transmission Unit） に収めます。 これによ り、 データが部分的にしか含まれていないデータ

リ ン ク  レ イヤ フ レームが減少し、 WAN 経由の通信が効率化されます。

SKU 使用例 WAN 容量 ISR プ ラ ッ ト フ ォーム
リ モ ー ト
ピア数 ユーザ数

AIM-TPO-1 帯域幅/リ ン クの

最適化

2 Mbps
（T1/E1）

Cisco ISR 1841、 Cisco ISR
2801、 Cisco ISR 2811、

Cisco ISR 2821、 お よ び
Cisco ISR 2851

5 25 未満

AIM-TPO-2 帯域幅/リ ン クの

最適化

4 Mbps
（2×T1/E1）

Cisco ISR 1841、 Cisco ISR
2801、 Cisco ISR 2811、

Cisco ISR 2821、 Cisco ISR
2851、Cisco ISR 3825、およ

び Cisco ISR 3845

10 50 未満

NME-TPO ヘ ッ ド エン ド  ア
グ リゲーシ ョ ン

45 Mbps Cisco ISR 3825 お よ び
Cisco ISR 3845

50 -
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転送の最適化による帯域幅利用率の向上

Cisco NCE には、 遅延、 パケ ッ ト 損失、 および輻輳の影響を緩和するために、 TCP プロ ト コ

ルの最適化、 パケ ッ ト フ ロー制御などの複数の最適化手法が実装されています。 TCP の最適

化では、 NCE は、 SCTP ス ト リームをエン ド  ノ ー ド間を接続する TCP セ ッ シ ョ ンに入れ、

透過的にスプ ラ イシングし ます。 オープン標準の SCTP は、 TCP 固有の非効率性を克服す

る こ とに重点を置いて設計されたもので、 TCP の利点をすべて受け継いだ う えで、 信頼性向

上のための機能が追加されています。 SCTP を使用し て ト ラ フ ィ ッ ク を カプセル化する こ と

によ り、 帯域幅利用率が大幅に向上し ます。 パケ ッ ト フ ロー制御では、 NCE は、 一般的な

WAN の状態に合わせて WAN に送出する ト ラ フ ィ ッ クの速度を整え、 輻輳が原因で発生す

るパケ ッ ト 損失の防止を助けます。

短時間で簡単な導入

NCE の導入に要する時間はほんの数分です。 リ モー ト  サイ ト の数や各サイ ト に割り当てら

れた帯域幅に応じ て、ヘ ッ ド エン ド構成にさ まざまなオプシ ョ ンが用意されています（図 3）。

図 3 NCE の導入例

パフ ォーマンス

実際に得られるスループ ッ ト は ト ラ フ ィ ッ ク  プロ フ ァ イルによ って異な り ますが、標準的な

フ ァ イル セ ッ ト については、 NCE は、 常に 400 パーセン ト を超える実効帯域幅の増加を実

証し ています （図 4）。

図 4 一般的な リ モー ト  サイ ト での NCE によ り得られるスループ ッ ト
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機能

表 2. Cisco NCE の機能一覧

製品仕様

表 3. Cisco NCE モジュール仕様

Network Capacity Expansion System の機能

主な機能

•  WAN リ ン クの容量を最大 4 Mbps まで拡張

• すべての TCP ト ラ フ ィ ッ クの転送速度向上

• 最大同時 50 ユーザまでスケールア ッ プ

• すべての ISR 上での使用をサポー ト

• コス ト 効率に優れた Cisco IOS ソ フ ト ウ ェ アのハー
ド ウ ェ ア拡張

• Cisco エ ク スプレス フ ォワーデ ィ ング スイ ッ チン
グ パスへの緊密な統合

○ 他のネ ッ ト ワーク  サービスに対する完全な透過
性

○ セキュ リ テ ィ 対策に対する完全な透過性

• 環境への影響が少ない省スペース型

• リ アルタ イム ト ラ フ ィ ッ ク との透過的な統合

• Type of Service （TOS; サービス タ イプ） フ ィ ール
ドの保持

• 最大 10 ト ンネルを同時処理

最適化の手法

• SCTP でのカ プセル化による TCP の最適化

○ 最適な初期ウ ィ ン ド ウ サイズ

○ 大きい最大ウ ィ ン ド ウ サイズ

○ 選択的な確認応答

○ チャ ン ク  ベースの再送信

○ 高度な輻輳制御

○ 確認応答スプーフ ィ ング

○ 転送速度の調整

○ パス MTU の検出

○ 高速再転送

• ハー ド ウ ェ ア ベースの Deflate 圧縮

○ デュ アル パス ハー ド ウ ェ ア実装

○ マルチパケ ッ ト 圧縮辞書

○ LZ77 圧縮/動的 Huffman コーデ ィ ング

• イ ンテ リ ジ ェ ン ト な帯域幅管理

○ ピーク帯域幅および保証帯域幅の設定

• データのバン ド リ ング とヘ ッ ダーの最適化

○ 非対称パスの最適化

○ ヘ ッ ダー圧縮

○ パケ ッ ト  パッ キング

フ ォール ト  ト レ ラ ンス機能

• ルータ によるデバイスのヘルス状態監視

• すべてのデバイス タ イプで障害発生時に fail-to-wire へ移
行

• 機械的部品、 可動部品な し

導入モー ド

• ハブアン ド スポーク と メ ッ シ ュ  ト ラ フ ィ ッ ク  フ ロー

• さ まざまな導入モー ド をサポー ト

○ スポーク ツーハブ

○ スポーク ツースポーク

○ スポーク ツーマルチハブ

○ スポーク ツーマルチスポーク

• 衛星 WAN、 3G/ワイヤレス WAN、 および地上回線 WAN

デバイス管理

• シンプルな CLI による管理と監視

ヘ ッ ド エン ド  アグ リゲーシ ョ ン

• 複数の NCE モジュールを備える Cisco 3800 シ リーズ
サービス統合型ルータ

○ 送信 ト ラ フ ィ ッ ク を最大 160 Mbps までスケールア ッ プ

○ 最大 200 箇所のリ モー ト  サイ ト を集約

• 導入規模に合わせた多数のオプシ ョ ン

ネ ッ ト ワーク  イ ン ターフ ェ イス

• ポイ ン ト ツーポイ ン ト  WAN イ ン ターフ ェ イス

• ポイ ン ト ツーマルチポイ ン ト  ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト

• Generic Routing Encapsulation （GRE; 汎用ルーテ ィ ング
カプセル化） ト ンネル

• IP Security （IPSec） ト ンネル

Cisco IOS ソ フ ト ウ ェ ア フ ィ ーチャ  セ ッ ト

• IP Base リ リース 12.4 （15） XY 以降

情報のロギング

• NetFlow
• Syslog

• Simple Network Management Protocol （SNMP; 簡易ネ ッ
ト ワーク管理プロ ト コル）

AIM-TPO-1 AIM-TPO-2 NME-TPO

ルー タ  プ ラ ッ

ト フ ォーム

Cisco ISR 1841、 Cisco ISR
2801、 Cisco ISR 2811、

Cisco ISR 2821、 Cisco ISR
2851

Cisco ISR 1841、 Cisco ISR
2801、 Cisco ISR 2811、

Cisco ISR 2821、 Cisco ISR
2851、 Cisco ISR 3825、
Cisco ISR 3845

Cisco ISR 3825、 Cisco ISR
3845

Cisco IOS 
ソ フ ト ウ ェ ア

（ルータ上）

Cisco IOS ソ フ ト ウ ェ ア リ

リース 12.4 （15） XY 以降

Cisco IOS ソ フ ト ウ ェ ア リ

リース 12.4 （15） XY 以降

Cisco IOS ソ フ ト ウ ェ ア リ

リース 12.4 （15） XY 以降
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発注情報

シス コ製品の購入方法の詳細については、 「購入案内」 を参照し て く だ さい。 表 4 に、 発注

情報を示し ます。

表 4. Cisco NCE モジュールおよびソ フ ト ウ ェ アの製品番号

サービスおよびサポー ト

シスコは、 お客様の成功を支援する幅広いサービス プログラムを用意し ています。 これらの

サービスは、 スタ ッ フ 、 プロセス、 ツールをそれぞれに組み合わせて提供さ れ、 お客様から 高

い評価を受けています。 シスコ は、 お客様のネッ ト ワーク への投資を最大限に活用し 、 ネッ ト

Cisco NCE ソ

フ ト ウ ェ ア （オ

ンモジュール）

Cisco NCE ソ フ ト ウ ェ ア

1.0 以降 （TPO-SW-1.0-K9）

Cisco NCE ソ フ ト ウ ェ ア

1.0 以降 （TPO-SW-1.0-K9）

Cisco NCE ソ フ ト ウ ェ ア

1.0 以降 （TPO-SW-AGGR-
1.0-K9）

接続性 内部ギガビ ッ ト  イーサネ ッ

ト

内部ギガビ ッ ト  イーサネ ッ

ト

内部ギガビ ッ ト  イーサネ ッ

ト

RAM 512 MB 1 GB 1 GB

物理特性 寸法 ： 13.3 × 8.5 × 1.9 cm
（5.25 × 3.35 × 0.75 イ ン

チ）

重量 ： 最大 0.09 kg （0.20 ポ
ン ド）

寸法 ： 13.3 × 8.5 × 1.9 cm
（5.25 × 3.35 × 0.75 イ ン

チ）

重量 ： 最大 0.09 kg （0.20 ポ
ン ド）

寸法 ： 3.9 × 18 × 18.3 cm
（1.55 × 7.10 × 7.2 イ ン

チ）

重量 ： 最大 0.7 kg （1.5 ポン

ド）

動作環境 動作湿度 ： 5 ～ 90% （結露

し ないこ と）

動作温度 ： -5 ～ 50°C （23
～ 122°F）

非動作温度 ： -40 ～ 70°C
（40 ～ 158°F）

動作高度：0 ～ 3963m （0 ～
13,000 フ ィ ー ト ）

動作湿度 ： 5 ～ 90% （結露

し ないこ と）

動作温度 ： -5 ～ 50°C （23
～ 122°F）

非動作温度 ： -40 ～ 70°C
（40 ～ 158°F）

動作高度：0 ～ 3963m （0 ～
13,000 フ ィ ー ト ）

動作湿度 ： 5 ～ 95% （結露

し ないこ と）

動作温度 ： 0 ～ 40°C （32
～ 104°F）

非動作温度 ： -40 ～ 85°C
（-40 ～ 185°F）

動作高度：0 ～ 3,000m（0 ～
10,000 フ ィ ー ト ）

安全性 FCC Part 15 ク ラ ス A、

EN55022 ク ラス A、AS/NZS
3548 ク ラス A、CISPR22 ク
ラ ス A、 VCCI ク ラ ス A、

EN55024、 EN61000-3-2、
EN61000-3-3

FCC Part 15 ク ラ ス A、

EN55022 ク ラス A、AS/NZS
3548 ク ラス A、CISPR22 ク
ラ ス A、 VCCI ク ラ ス A、

EN55024、 EN61000-3-2、
EN61000-3-3

FCC Part 15 ク ラ ス A、

EN55022 ク ラス B、AS/NZS
3548 ク ラ ス A、CISPR22 ク
ラ ス B、 VCCI ク ラ ス B、

EN55024、 EN61000-3-2、
EN61000-3-3

EMC FCC Part 15 ク ラ ス A、

EN55022 ク ラス A、AS/NZS
3548 ク ラス A、CISPR22 ク
ラ ス A、 VCCI ク ラ ス A、

EN55024、 EN61000-3-2、
EN61000-3-3

FCC Part 15 ク ラ ス A、

EN55022 ク ラス A、AS/NZS
3548 ク ラス A、CISPR22 ク
ラ ス A、 VCCI ク ラ ス A、

EN55024、 EN61000-3-2、
EN61000-3-3

FCC Part 15 ク ラ ス A、

EN55022 ク ラス B、AS/NZS
3548 ク ラ ス A、CISPR22 ク
ラ ス B、 VCCI ク ラ ス B、

EN55024、 EN61000-3-2、
EN61000-3-3

製品型番 説明

AIM-TPO-1 Cisco 1800、 Cisco 2800、 および Cisco 3800 シ リ ーズ サービ ス統合型

ルータ、 512 MB RAM 用のCisco NCE 拡張統合モジュール

AIM-TPO-2 Cisco 1800、 Cisco 2800、 および Cisco 3800 シ リ ーズ サービ ス統合型

ルータ、 1GB RAM 用のCisco NCE 拡張統合モジュール

NME-TPO Cisco 3800 シ リーズ サービス統合型ルータ、 1 GB RAM 用のCisco NCE
拡張統合モジュール

TPO-SW-1.0-K9 AIM-TPO-1 および AIM-TPO-2 用の Cisco NCE 1.0 ソ フ ト ウ ェ ア イ メ ー

ジ

TPO-SW-AGGR-1.0-K9 NME-TPO 用の Cisco NCE Aggregation 1.0 ソ フ ト ウ ェ ア イ メ ージ

AIM-TPO-1 AIM-TPO-2 NME-TPO
Page 6 of 7-2008 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. This document is Cisco Public Information.

http://www.cisco.com/jp/ordering/


シスコシステム

〒 107-6227 東京
http://www.cisco.
お問い合わせ先 (
http://www.cisco.
0120-092-255 ( 通

電話受付時間 : 平

©2008 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.
Cisco、 Cisco Systems、 および Cisco Systems ロゴは、

本書類またはウェブサイトに掲載されているその他の商標

「パートナー」 または 「partner」 という用語の使用は Cis
この資料に記載された仕様は予告なく変更する場合があ

08.07

データ シー ト
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